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研究ノート

はじめに

　筆者による博士論文の目的は次の二点であっ
た。第一の目的は、イギリスの女性社会改良家オ
クタヴィア･ヒル（1838－1912）の思想と彼女が
創設に係わった環境保護団体ナショナル･トラス
トの実践を検証することで、彼女の精神的基盤で
ある「永続する精神」を考察することである。第
二の目的は、第一の目的を研究することで日本の
環境保護における指針をも模索することである。
本稿では、今後の研究の展望として第二の目的に
着目し、上杉鷹山（1751－1822）の思想を挙げて、
ヒルの思想や実践との比較を行なう。両者に直接
の接点はないが、「理想実現」を主題として捉え
た際に思想ないし行動面での共通点が多く挙げら
れる。それゆえに、環境保護や財政危機が問題視
される今日において、必要とされる人物像として
ヒルと鷹山を考察することは意義のあることとい
えよう。

1.「癒しの贈り物」－オクタヴィア･ヒル－

　ヒルは19世紀イギリスで活躍した女性社会改
良家である。彼女は貧困に苦しむ人々の住宅改善
に取り組み、これに関連して空間を保護するオー
プン･スペース運動を展開し、トラストの創設者
の一人として活動した。彼女は自然豊かな環境で
育ち、信仰および道徳心を重んじ、内面的に豊か
な人間性を培った。彼女の聡明さは、14歳の時に
すでに自分よりも目上の女性たちを指揮する立場
にいたことからも認識できる（Bell 1942:18）。彼
女は自然豊かな空間を「癒しの贈り物（healing 

gift）」として捉え、自然の美しさが人間の内的側
面に影響を与えると考えた。また、彼女のトラス
トに関する論文では、歴史的遺産として、建物や
記念碑などを後世へ残す団体の意義と必要性につ

いても説いている（Hill 1905:939、940）。ヒルが
創設にかかわったトラストは着実な成長を続け、
今日では350万人を超える人々が会員となってい
る（英国ナショナル･トラストHP）。 

2.「民の父母」－上杉鷹山－

　鷹山は米沢藩第9代目藩主である（戦国大名上
杉謙信を藩祖とする上杉家としては第10代目当
主）。高鍋藩秋月家の出身で、10歳の時に米沢藩
へ世子として養子に入った。鷹山は17歳で家督を
継ぎ、米沢藩主としての道を歩み始めることとな
った。当時の米沢藩は格式・伝統を重んじること
と区作などゆえの財政難に苦しみ、民も疲弊しき
っていた。鷹山は藩主となる決意として二つの誓
詞を奉納し、一方の誓詞では自らを律し、他方の
誓詞では藩政改革を目指す精神を表明している
（横山2002:37、38）。「受けつぎて　国のつかさ
の　身となれば　忘るまじきは　民の父母」と心
得て、「君徳」を実践した。また、家督を譲り隠
居する際に次の藩主へあてた「伝国の辞」は藩主
が自らの立場を律し、国や民を私物化すべきでな
いと説いている。

3.ヒルと鷹山の共通点

　ここでは両者の共通点に触れたい。先述のよう
にこの二人には直接の接点がないものの、多くの
類似点がみられる。頁に制限があるため、今回は
その中の三つを簡潔に紹介したい。
　第一に、二人の思想形成の上で、道を示す優れ
た人物が周囲に常にいたことである。ヒルに影響
を与えた主な人物は祖父サウスウッド･スミス、
母親キャロライン･ヒル、先の研究ノート（19－
1、19－2号）で挙げたキリスト教社会主義者の
代表的存在である神学者F.D.モーリスと芸術評論
家ジョン･ラスキンである。鷹山に関係する主な
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人物は細井平洲（儒学者）、三好善太夫重道（高
鍋藩家老）、藁科松柏（米沢藩侍医）などが挙げ
られる。特に細井平洲は環境論者ではないが、人
間が成長する上で環境が重要であることをも認識
していた人物である（築波 n.d.:14、15）。また、
鷹山が平洲の教えを生涯にわたり実践したことか
ら、平洲の思想を高く評価することができよう。
　第二に、自らが手本となり、積極的に行動した
ことである。両者はそれまでの伝統を軽視するの
ではなく、当時の的確な状況判断から変革する勇
気を持っていた。ヒルは率先して住宅の修理や掃
除に取り組み、清潔な環境づくりを貧しい労働者
階級の人々に指導した（Bell 1942:55）。鷹山も田
地開墾の儀式である「藉田の例」を執り行ない、
自ら田に鍬を打った（横山2002:71）。また、日照
りが続いた際には、自らが山へ登り降雨の祈願を
行なっている（渡部（史）、横山編1989:76）。
　第三に、両者の共通点において最重要事項とし
て挙げられる信仰心に基づく精神的基盤である。
ヒルは内的自然の思想と外的自然を保護する実践
の二側面をもつ「永続する精神」が基軸となり、
彼女の活動において重要な位置を占めているとい
える。鷹山は絶望的な藩財政を3代で回復させる
基盤を作り、その精神は先述した誓詞や彼の有名
な歌「成せばなる　成さねばならぬ　何事も　な
らぬは人の　成さぬなりけり」に表れている。

おわりに

　ヒルは住宅改良、オープン･スペース運動やト
ラスト創設による環境保護の分野において高く評
価される人物である。また今日、鷹山は改革の指
導者における理想的な人物として挙げられてい
る。両者は教育を重視し、人材の育成に取り組む
姿勢が見られ、また、自らが率先して行動するこ
とで他者の意識改革をも実現させる実行力を保持
していた。
　現代日本に蔓延する深刻な社会問題は、学力至
上主義に固執し、人格教育が軽視されたことに原

因の一端があるといえよう。完璧な人間は存在し
ないが、よい人間になろうとする志は大切である
と考える。今後さらに日本の実学（折衷）派思想
の再評価（辻本1988参照）に焦点をあてるとと
もに、ヒルと比較研究することで、これからの日
本の環境保護運動を外的および内的側面から支え
ることのできる精神的基盤の探求に努めたい。
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